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一

周年記念誌創立

(財)全国高等学校体育連盟
バドミントン専門部



三

発刊の 辞一
一

へー

』

(IIｲ)令|玉l ,笥体連バドミントン専門部

部長木戸純一

(IIｲ)全|玉l尚等学校体育連盟バドミントン專l 111部が創立60周年を迎えることになりました。平成

11年の創立50周年では、全|玉Iz¥l'11部の輝かしい歴史と偉業を貴重な記録として後世に残すため、

記念誌が発刊されました。 このたび、 1O年間の歩みを振り返り、将来の発展に寄与することを

目的に60周年記念誌を発刊する運びとな(〕ました。

全睡|専門部は、昭和26ｲf全IZ1 Igi体連にバドミントンを通じて将来を担う尚校生の育成と競技

ﾉJ向上を目指し、 )JI I盟を果たしました。現在、全|玉lの部員登録数は、 95.500名･6.500チーム、

平成11年に比べて7,500名･500チーム増加しています。

他種目では、少子化の影響などで学校における運動部活動部員数の減少が深刻な状況にある

なか、進r･チーム数が墹加していることは、全国各地で指導にあたらｵ1ている顧問の先生方

の情熱の賜と敬意を表します。また、 ｜到際舞台での活朧も目を見張るものがあります。アジア

ジュニア大会は、 平成14年女子シングルス第三位・平成18年男子シングルス優勝、世界ジュニ

ア火会では、 、Iz成19年男子シングルス・平成20年女子シングルスで準優勝し2大会連続で銀メ

ダルを獲得、 ’ 1本の高校生も確実に世界で戦えるﾉﾉを身につけてきました。 こｵ1も、諸先輩方

のご努ﾉﾉにより、優秀な指導音と選手を数多く育成された成果の表ｵ1です。 この10年間でバド

ミントンの競技ルールも大'l!畠に変更になり、平成11年からユニフォームのカラー化に伴い見た

めも変わり、見せるスポーツに近づいてきました。平成18年からはラリーポイント制が導入さ

れ、試合展開がスピード化さｵ1たことによりスリリングな試合が多く見らｵ1、 大変興味深くな

りました。

今、高等学校スポーツをとり巻く環境は、 大きく変化し、新しい時代を迎えようとしていま

す。 インターハイにおいても、開催地の財政難があげられ、 各都道府県での独|' |開惟を､|え成22

年沖繩県を最後にブロック開催となります。 、F成23年は北東北プロ､ソク青森県仏前' lillfl樅が決

定していますが、 今後、 大会開怖の財政確保やﾉ〔会胤』模縮小などの緊急の課題があげらオ1てい

ます。

現在、 全|型専門部がこのような組織に発展できました事には、 こオl迄の間、組織の育成にご

尽ﾉﾉを賜(）ましたl膝代の部長ｹlL'liをはじめ、 バドミントンの諾関係の皆様ﾉﾉのご虻援があ-)た

半を想い、 I旱くお礼IIIし|zげます。

巌後になりましたが、 60周年記念誌緬集に格段のご尽ﾉﾉを腸(）ました呰様に心から感謝の意

を炎し、 ヅ計llの擴拶とさせて戴きます。

｜



祝 辞

財団法人日本バドミントン協会

会長綿貫民輔

㈱全国高等学校体育連盟バドミントン専門部が、創立60周年を迎えられ、 さらに、新しい足

跡を刻まれてこられましたことに、心からお祝い申し上げます。また、 この度は、記念誌を発

刊され、その歴史を記録されましたことに対し敬意を表します。

さて、貴専門部は、昭和25年に発足して以来、全国高校総体及び全国選抜大会の開催のみな

らず、全日本研修合宿等幅広く活動され、バドミントンの普及と優秀な選手を数多く台成し、

輩出されて来られました。 このことが、オリンピックを始め|玉| |際大会での今11の11本選手の活

躍に結び付いていると考えます。また、 この少子化の時代及び子供たちのスポーツ離れの昨今、

高校生の日本協会登録人数がこの10年間で、 61,605名から95,474名と11,948名も増加している

など、貴専門部が、本協会はもとより、 日本のバドミントン界に残された功績は多大なもので

あります。

今日、貴専門部が着実に発展されてこられたのは、歴代の専門部の役員の方々等のご苦労は

もちろんのこと、全国各地で常日頃から献身的に指導されている指導者及び選下の皆様の努ﾉﾉ

があってのことであります。また、小学唯からの一貫した指導が定着してきました近年におい

て、貴専門部が果たす役割には非常に重要なものがあります。 これからも、関係各|､11体との連

携を計りながら、バドミントンの普及と'11界で活躍する選手の育成を目指して、 より一層発展

されますよう祈念し、祝辞といたします。

ゾ
ー

！



ごあいさつ

記念誌発行に寄せてdL

ﾛ峰今

('1ｲ)全匡I 1笥休連バドミントン専門部

職問遠井稔男
（現(III) |1本バドミントン協会参与）

(llｲ)全国高等学校体育連盟バドミントン専門部創立60周年記念事業の一環として60周年記念誌

が刊行の運びにいたったことは、関係した一人として御同慶にたえません。専門部は昭和25年

創立以来60年の歴史を刻みこみご尽ﾉﾉご苦労をいただいた柳、森、 小林、川田、遠井、大世古、

保坂、伊佐l l 1 ，木戸歴代部長をはじめ多くの役員の皆様方に深く感謝を申し上げます。

，自i松宮・同妃賜杯は伊沢同'1部長のお骨折りで御ド賜いただきました。専門部にとりましては

何よりもありがたいことであり明るい話題でありました。第1向大会は大きな御宮杯を添える

ことができましたことは最高の誇りであり感激でありました。全日本高等学校バドミントン選

手権大会は、昭和26年1月13日からM日まで横浜フライヤージムでオーブン参加により開催さ

れました。 16部道県、男42校、女42校、 349名の選手が出場し急場の大会となったためI笥校生が

1 ' 1心となってさわやかな大会運営であったという。全国大会は昭和39年全|到高体連指導のもと

全IKI IRi等学校総合体育大会へと統合さｵ1現ｲIﾐに流れている。

特に、高校教育活動の一環として,曹i校堆の健全な育成と高校体育・スポーツ活動の発展に大

きな貢献を果たしている、 「ﾉﾉ」 と 「技」 と 「明朗な精神」の大会精神を基に大会を重ねるた

びに充実してまいりました。現在ではl'il内三大会として開催地は実行委員会を組織し高校生一

人一役を合言葉に、楽しみながら入会を盛りlをげている傾向にありますが、 バドミントンはす

でに第1向にしてその精神があった。現在、バドミントン専門部は47都道府県5000校、プレー

ヤー90,000名を擁するまでに普皮し’ ’水一の競技人' 1を持つ組織になりました。 また、 ｜ ｜本バ

ドミントンの基盤でありジュニアの! | 1核をなしジュニアの1 ' '心である、 「1本ナショナルチーム

への登竜門として高い関心を寄せている大会でもあります。 ｜ ｜本バドミントン協会は、 ジュニ

アの選下強化にﾉﾉを入ｵ11嘔|際競技大会等に参Dl lしてはここ数年'三位の成績を安定的におさめて

おり、 バドミントン界に明るい希望をﾉﾉえている。北京オリンピックにバドミントン11名の選

rを送った。特に､末綱･前IⅡllが準々決でlll二界ナンバーワンのダブルスベアに勝-)て1位入賞

したことは多くのバドミントン愛好に夢・感動をIjえ新しいうアンをつく－〕て終わった。 ロン

ドンオリンピックに向けて專|Ⅱ1部は、 ｜ ｜本バドミントン協会ジュニア競技強化机､!1fTI 11でl 'il ''f

トレーニングセンターをｲ]効fl1川して競技ﾉﾉのli'l lをl l指して、 よ()綿密な1ill'l'iを'だi｣:してロ

ンドンオリンピックで今度こそメダルの推得:を期ｲ､Ij冒したい。 IK|氏に遅さオ1'刺1略する'Mドスボー

､ソバドミントンとしてこの機会にさらなるフアンの附加に ‐考すべき策を考える必哩があろう。

鹸俊に(lll)1､| lil尚休連バドミントン!､Ⅵ''|部の更なるfl腿を祈,念して、 22年のi'f1帳のLI(めを終ｵ）

(）たいと思います。

。）
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バドミントン専門部

創京60周年を祝して

財団法人全IZEI Ifi艀学校体育連I脱

会長三田渭一

財団法人全国高等学校体育連盟バドミントン専門部が、 このたび創立60周年を迎えられるに

あたり、記念誌を発刊されますことを心からお慶び申し上げます。

全国高等学校体育連盟は、昭和23年の新制高等学校発足と時を同じくして組織され、 Hｲ{fⅡ25

年に専門部を11部設置し活動を開始しました。バドミントン専門部は25年度に創設されました

が、早くも翌年の1月に全日本高等学校バドミントン選手権大会を横浜11丁で開催し、 26年度に

は全国高等学校体育連盟に加盟し、現在の発展のスタートを切りました。

以来、 60年の月日が流れるなか、バドミントンの競技人I」は目覚ましく増加し、高体述加'iMI

専門部の中でも上位5番目に位置しています。そして世界で活躍する選手を輩出し、今後さら

なる充実発展が期待されます。北京オリンピックでの女子ダブルスにおける2つのペアの大活

躍は日本国中の人々をテレビに釘づけにし、バドミントン人気にさらに拍車がかかったように

思われます。

バドミントンは誰でも手軽に楽しめるスポーツであり、学校体育でも人気のある種目です。

また、競技種目としては、ラケット競技の1'1では最も速いとされる初速が280キロ以'2になるス

マッシュや、 スライスやドロップなどの変化球を打ち分けて相手を揺さぶるなど、独特の動き

をするシヤトルをどれほどコントロールできるか、集! | 1力と持続ﾉﾉを要求される、奥の深さと

魅ﾉﾉを持ったスポーツといえます。 こうした特''''三を大いに活かし、 60周年を契機にますます発

展されますことを期待いたします。

終わりに、 Iﾘl l lの|1本を支える尚校′|ﾐの健全育成と選手強化を|叉|っていただきました諸先輩

のご努ﾉﾉに敬意を表しますとともに、バドミントン専門部及び商等学校の体育。スボーヅル叶動

の ･lfI'iの光'たと発展にご尽ﾉﾉいただきますようお願い'|Iし｜こげ、お祝いの!言葉といたします。

－ 1 －
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(助全国高等学校体育連盟バドミントン専門部

創立60周年記念誌発刊によせて

(IIｲ)全国高等学校体育連盟

バドミントン専門部

前部長伊佐山 正和

(IIｲ)全国I笥等学校体育連關バドミントン専門部創立60周年記念事業の一環として「創立60周年

記念誌」が発刊されますことは、高体連に携わった者としてこの上もない慶びであります。 こ

の長い歴史が築いてこられたのは諸先輩をはじめとした関係の方々のご尽力のたまものと感謝

申し上げるとともに敬意を表したいと思います。

早いもので、 岡'1部長として保坂和也部長（現山梨県バドミントン協会長） とともに携わった

平成11年7月岩手県雫石町での50周年記念式典、祝賀会から10年が経過しました。約3年の準

備期間の! | 1での保坂部長との20回以上の二人準備会。 「他の専門部に対して恥ずかしくないも

のにしたい」がスタートでした。その内容は記念誌、式典、祝賀会、記念品、準備品等々たく

さんありました。

記念誌の内容をどのようにするか？から始め、資料収集、記録収集、写真収集の方法をどう

するか？が焦点でした。占い資料や写真の収集が難しく、充分に集めることは出来ませんでし

たが、岡1 l1県の毛利清志先生、滋賀県の藤上良信先生など大勢の方々に協ﾉJしていただきどう

にか出来上がりました。ご協力ありがとうございました。

式典関係では記念品の決定と表彰基準の改定が中心になりました。特に表彰基準が明記され

ていなかった部分もあったので、記念事業の準備と|司時に表彰基準の改定にも手をつけなけｵ1

ばならなくなってしまいました。

一つ一つ思い起こせばいろいろありましたが、 良い経験になりました。

平成22年度の高校総体沖縄大会以後、高校総体も新たな環境で開催さｵ1ることにな(〕ます°

全I副專|Ⅱ1部も新たな取り組みが必要になってくると思います。

60周年を迎えたこの時、足跡と業績を振り返るとともにその貢｛｢:を認識し、 70h11年にli'lけて

段の活躍を期待します。

おわりに、 「負l11'X60周年記,念誌l y61:llを企l'l'iさオl、その|[に､'1たらｵ1た関係のﾉﾉ々に敬意を

炎するとともに、 (IIｲ)企l玉|尚体連バドミントン専'二Ⅱ1部の続々の充'だ、 発腱を祈,念IIIしtげます。
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創立60周年記念誌によせて

I州全国i冑i等学校体育述棚

バドミントン!も〔門部

元部長保坂和也
（現l 1 1梨県バドミントン協会会股）

側全国高等学校体育連盟バドミントン専門部の60周年を祝う記念式典・祝賀会が監大に行わ

れますことと、記念誌が発刊されますことを、心よりお祝い申し上げます。

私は平成9年度から平成14年度の6年間専門部長をさせていただきましたが、 この間余lj1の

高体連バドミントン専門部の皆様をはじめ、関係各位に支えていただき、 どうにか務めること

ができました。

遠井・大世古元部長・故鈴木元副部長をはじめとした経験豐富な先生方と違い、私はイiもﾉ,f

もわからない中での船出でした。まず会議の重要性を再認識し、各地区代表音（常任委員） と

の打ち合わせや会議に時間を割き、お互いに納得いくまで話し合いました。そこでの決定'伽:収

については全員で協力し合い、全国総体や全国選抜大会をスムーズに運'灘することや、諸|川越

の解決に当たっては各地区の意見を吸い上げ十分に検討することに雨点をおきました。

各大会が成功裏に開催できましたのも、ひとえに開催県･ i li町村．尚校体育連覗・専門部他

関係各位のご指導。ご協力によるものと深く感謝申し上げます。

当時専門部創立半世紀という節目をむかえるにあたり、 50周年記念行事をどのようにしてい

くか悩みの種でありました。年月の過ぎるのは早いもので、平成11年8月雫石プリンスホテル

で50周年記念式典が行われてから10年の時が流れましたが、 当時副部長で事務局長の伊佐III先

生との記念誌作成や式典等の準備に何十|可と行田女子高校や熊谷西高校に通ったこと、時には

伊佐lll先生に山梨の田舎まで資料を持って訪れていただいたことなど、昨日のように思いlllさ
れます。

負|位50周年記,念誌につきましては、 654ページになる他の専門部に引けをとらない､IZ派な記

念誌に仕上がりました。半世紀の記録からllI来事の写真や資料の収集資金集めから始まり、

原稿依頼など多くのﾉj々の温かいご協力を戴き、完成することができました。 これらの準備に

あたり伊佐III先生の言い尽くせないご努ﾉﾉと事務能ﾉJの,笥さに支えられましたことを改めてご

報告させていただきます。

昨年8月に行われた-|上京オリンピックでは、 出場した選下全員が素晴らしい涌朧をしました。

以来マスコミに取り’2げられることが多く、今までバドミントンに興味のなかったﾉ、の関心を

リ|き寄せたことは大きな収稚であったと思います。 これらの選下は､'1然,宵i枝で專|Ⅱ1部の先'|fノノ
のご指導により育った選手たちです。 これを機会にますますレベルアップをはか()、 オリンピ

ックでメダル椎ｲ!}:のできる進rの養成に全ﾉﾉを尽くしてくオ'るものと期待しております。

’ '州'25ｲ| (バドミントン!:ljil=I1l部創､I/:以来、 多くの先哉詣氏のご努ﾉﾉにより火きくヅ61j進をした尚
呼'､r枝体育連IIIMバドミン |､ンI:I/i'1 1部が、 これからもますます苑催してゆくことを心よ()お祈()
いたします。

雌後にな(）ましたが、 6()l,'il年1氾,念〃:|；、 ，氾‘念I芯作成にご1IIII:,ｿ↑していただきました|腱|係各位に

敬懲を炎し、お祝いのことばに代えさせていただきます。

b
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■
Ｉ 体連の象徴

我等のこのマークは

真紅の三つのKが結ばれたもので、次の義の具象化である。

力を鍛えよ、 (KRAFT)

技を磨かんかな、 (KUNST)

明朗閼達なスポーツマン精神を堅持せよ、 (KLALHEIT)

直線は何ものにも惑わされない真っすぐな青年の直上径行の精神と進取の気迫、

形を作ることによる遵法精神、

真紅は、 もえたぎる若人の情熱、

三Kを取りまく見えない円は、無限に広がるアンビシャスな高い理想、 また、三

つのKの結びつきは、けがれなき純な友情と、ゆるぎない堅い団結を、作る六角

形の六方は、即ち、むつぴあぃ、東西南北、上下であって、世界へ羽ばたく雄飛

の意を表徴したものである。

全国高校バドミントン・プレイヤーがこのマークの精神に徹して欲しいものであ

る。
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高体連の歌

増田文雄作詞

小松清作曲
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吉舂のグラフィック

全国高校総体 全国選抜大会
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◆プログラム表紙（

◆行啓

◆会場準備
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◆選手宣誓

◆アトラクション

◆競技

◆表彰式

(

◆優勝旗・優勝杯等

◆プログラム表紙

◆競技
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全国高等学校総合体育大会優勝杯･優勝旗･準優勝盾

↑

(財)全国高等学校体育連盟
会長杯

文部科学大臣杯

準
優
勝

高松宮記念賜杯

~S_つ坐Z〆、

男子団体
(財)日本バドミントン協会 (財)全国高等学校体育連盟

準優勝盾／ｱｦｰﾌ丁ﾆﾐ可さ、‐ 優勝旗

優
勝 童

(財)全国高等学校体育連盟
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準
優
勝

｜ 尚松宮妃記念賜杯

-、ﾐ､、レーZP
I

女子団体
(財)H本バドミントン協会 (財)全I玉l高等学校体育連盟

準優勝盾／アデノや． ､、、 優勝旗
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(財)全国高等学校体育連盟

バドミントン専門部長杯

優 準
優
勝

■

1
9

-､S9u9_2ヶ－ I

■『
Ｌ
画
一

女子
ダブルス

剰
臘

-／"aJsでざ、
(財)日本バドミントン協会

会長杯
(財)全国高等学校体育連盟

トロフィー

■

４
冊
Ｉ

歯
《
門優

勝

準
優
勝 、＆、ルノ〆

女子
シングルス

ノアもﾉｱｰ､君､､、
、

(財)全国高等学校体育連盟
トロフィー

(財)全国高等学校体育連盟
バドミントン専門部長杯
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全国高等学校総合体育大会プログラム表紙
（第51回～第60回大会まで）
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全国高等学校総合体育大会スローガン
（第51回～第60回大会まで）

第51回平成12年度（岐阜） 第56回平成17年度（千葉）

切り開け岐阜から未来の1ページ 輝きを胸に夢をその手に房総の夏

第521nl 平成13年度（熊本）

このとき君が輝き風になる

第57回平成18年度（奈良）

君がひかり近畿の空は冑くそまる
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限界を超え飛びたつ君よ永遠の風になれ長崎が君の鼓動で熱くなる

第551 , 1｜ 、|え成16{WII (鳥取） 第601! [1 ，F成21年度（ﾉ〈阪）

君の輝く一瞬が今伝統となる 君が今歴史の新たなページを倉llる
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H12年(岐阜） 「手づくりエリアマップ｣贈呈式
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（

(岐阜）駐車場係

H14年(茨城）一人一役活動
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H14年(茨城）歓迎のことば

茨城県立竹園高等学校飯倉充美
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H15年(長崎）優勝旗･優勝杯返還 で魂罐日零署魏溌3
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H17年(千葉）
西武台千葉高等学校吹奏楽部 H20年(埼玉）
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